
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

P320

高密度雨量計ネ ッ トワ
ー ク に 基 づ く日降水量 グ リ ッ ドデー タの 精度評価

＊濱田 篤
1 ・上 口 賢治

2 ・荒川 理
2 ・安富 奈津子

1 ・谷 田貝 亜 紀代
1

　　　　　　　（
1
総 合地 球環境学研 究所 ，

2
気象研 究所）

は じめに

　観測に 基づ く高解像度 日降水量 グ リ ッ ドデ
ー

タ は
， 数値気 候 モ デ ル の 検証 や 河川 流 域 雨量推

定 な ど
， 多 くの 研 究 分 野 で 必 要 と され て い る ．

APHRODITE ’

s　 Water　 Resourcesプ ロ ジ ェ ク ト

（http：〃www ．chikyu ．ac ．jp／precip ／）で は
， 雨量計

観測に よる 日降水量デ
ー

タ を収集 し，ア ジ ア域に

おける高空 間分解能の 日降水量 グ リ ッ ドデ
ー

タ を

作成 して い る ．本報告で は，最新バ ージ ョ ン VO902
の 精度評価 を行 い

， 雨量計密度お よ び地理領域 に

着 目 して 解析値 の 信頼性 を議論す る ．

使用デー
タ

　APHRODITE 　MA ．VO902 日降水解析 （Yatagai
εオ磊 2009；以降 APHRO 」MA と表記）を用 い る．

解析領域 は 55° E − 155° E ，20
° S−60° N

， 空間解像度

は経 緯度 と も に 0．05°

で あ る．内挿手 法は 地球 の

曲面 と雨量計デ
ー

タの 空間分布の 偏 りを考慮 した

Spheremap （Willmott　 et　al．1985 ）をも とに ， 地

形 を考慮 した改良を加 えた もの で ある （上 ロほ か，
本大会）．期 間は 1961−2004 年 の 44 年 間で ある ．

本稿で は初期解析結果 として，1998 年の 解析値 を

用 い た結果 を示す．1998 年の 解析 に用 い られ た観

測点数は 9950 で ある．

結果

　 ク ロ ス バ リデ
ーシ ョ ン を用 い て 定量評価 を行 う．

解析 に用 い られ た観測点か ら ラ ン ダ ム に 10％ず つ

を除外 して 10個の 解析値 を作成 した．それ ぞ れ の

解析値 に つ い て ，除外 した各観測点 の 日降水量 と，
その 観測点が 含 まれ る O．05 度格子 にお ける解析値

とを比較 した ．

　 除外 した 各観測点にお ける観測値 と ， 対応す る

0．05 度解析値に つ い て ， 年平均 日降水量の 差の分

布を Fig，1 に示す。横軸は 最 も近 い 観測点まで の

距離で
， 雨量計分布密度の 指標 とな る ．解析領域

全体 で 平均 した バ イ ア ス は 一〇．12 程 度 と小 さ く，
APHRO ．MA 解析値は ア ジ ア域の 日降水観測 を よ

く再現 で きて い る と考えられ る．

　Fig．2 は，除外 した観測点 と，対応する O．05 度

格子におけ る解析値に つ い て ， 日降水 量の 相 関 を

示 した図で ある ．観測点間 まで の 距離が短 い
， 即

ち雨量計密度が高い ほ ど相関が高 くなる傾 向が明
瞭で ある．

一
方で ， 観測点 まで の 距離が 20km 未

満 で あ っ て も相 関が 低 い 事例が少 な か らず 見 られ

る．降水現象の 時空間ス ケ
ー

ル の 地域差や ，内挿 ・

品質管理手法の 妥当性 に つ い て 詳細 な解析 を行 う

予定である．
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　Fig．1　ク ロ ス バ リデ
ーシ ョ ン で 除外 した観測 点

と
， そ の 観測点を含 む 0．05 度解析値 につ い て ， 年平

均 日降水 量 の 差 を示 した図．横軸 は 最近傍の 観測点
まで の 距離 を表す．1998年で 360 日以上 の 有効 な観

測が あっ た地点 （944地点）に つ い て 示 し て い る ．
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　Fig ．2　Fig ．1 に 同 じ．た だ し日降水量 の 相 関係

数 を示 した図．
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